







本稿は、ヘレーネ・シュテッカー著『愛と女性』（Stöcker, Helene 1905, Die Liebe und 
die Frauen. J.C.C.Brunsʼ Verlag Minden in Westf.）に所収の巻頭論文「私たちの価値転換」
（Unsere Umwertung der Werte. Stöcker 1905: 6  – 18）の全訳である。初出は1897年であり、
『文学のための雑誌』（Magazin für Literatur）に掲載された。
『愛と女性』は、1901年にスイスのベルン大学で博士号を取得したヘレーネ・シュテッ
カー（Stöcker, Helene 1869 – 1943）が、1902年に出版した博士論文『18世紀の芸術観に
寄せて。ヴィンケルマンからヴァッケンローダーまで』（Zur Kunstanschauung des XIII. 
Jahrhunderts. Von Winckelmann bis Wackenroder. Stöcker 1902 Berlin Palaestra XXVI）に次
ぐ、2 冊目の単行本であり、シュテッカーの最初期のフェミニズム思想を代表する。故郷
エルバーフェルト（Elberfeld）を1892年に発って単身ベルリンに移り、女教師試験に合

















































レ（Tille, Alexander 1866 – 1912）に出会い、勉学を深めながら、豊かな文学的素質を発
展させていた。 彼女は既に 1896 年 1 月に「フリードリッヒ・ ニーチェと女性たち」
（Friedrich Nietzsche und die Frauen）という講演をなし、1897年10月にはヴァイマールに
ニーチェを訪問している。シュテッカーは、1896年からベルリン大学（Friedrich-Wilhelm-
Universität） で聴講を始め、1897 年から 98 年にかけてディルタイ（Dilthey, Wilheim 
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1833 – 1911） のもとでシュライエルマッハー（Schleiermacher, Friedrich Ernst Daniel 
1768 – 1834）の書簡調査・資料整理の助手を務めた。ベルリンにおける同性愛擁護運動の
中 心 人 物 で あ っ た ユ ダ ヤ 人 マ グ ヌ ス・ ヒ ル シ ュ フ ェ ル ト（Hirschfeld, Magnus 
1868 – 1935）の「科学的人道委員会」（Wissenschaftlich-humanitäres Komitee）にも、シュ
テッカーは1897年の創設時に入会している。後年徹底的な反戦運動・平和運動を共にす
る、政治学者で詩人のクルト・ヒラー（Hiller, Kurt 1885 – 1985）も同性愛者であった。
ヒラー自身がシュテッカーの活動をフマニテートの理念によるものと高く評価している。
フェミニズム運動との関わりを見てみると、シュテッカーは故郷での女学校時代に既に
ベルリンの女性運動家ミナ・カウアー（Cauer, Minna 1841 – 1922）の主催する『女性運
動』（Die Frauenbewegung）に文学批評を投稿していた。1898年には「女子教育―女性学
問協会」（Verein Frauenbildung-Frauenstudien）によるベルリンでの抗議集会でシュテッ
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かを、一体誰が予感しよう。―恐らくかつてアスパシア 1 がペリクレス 2 にとって意味
していたもの―彼の精神的かつ感覚的な喜びの全てを、共にしていた女性享受者！力強
く、偉大で、自由で、誇らしい本性を持つ人々―より偉大で、より誇り高く、より強い
者への献身において二重に至福に―おお、私たちはジークフリート 3 たちを、超人 4
（Übermensch）たちを、若い、笑う獅子 5 たちを必要とする！
 1  アスパシア（Aspasia B.C. 470頃– 400頃）美と知性に恵まれた、娼婦と言う説もある。アテナ
イで在留外国人女性という自由な立場で、芸術家、政治家、哲学者と自由に語らった。ペリク
レスの愛妾。アスパシアが裁判にかけられたときペリクレスは涙を流して弁護したと言う。
 2  ペリクレス（Perikles B.C. 495頃– 29）アテナイ最大の政治家。雄弁で民主政治の徹底に努め、
「ペリクレス時代」を築いた。パルテノン神殿の建設や文芸、美術も奨励。晩年スパルタとのペ
ロポネソス戦争が勃発。疫病により没。
 3  ジークフリート（Siegfried）ドイツの英雄叙事詩『ニーベルンゲンの歌』の主人公。19世紀末
のドイツではリヒャルト・ヴァーグナー（Wagner, Richard 1813 – 83）の楽劇『ニーベルンゲン
の指輪』によって、ゲルマンの英雄ジークフリートが再び注目されていた。





























 5  「笑う獅子」は『ツァラトゥストラかく語りき』のなかの概念。第三部「新旧の表」の中で、
ツァラトゥストラが再び人間に向かう下降の時、没落の時を知らせるしるしとして、「鳩の群れ
を伴った笑う獅子」が来ることが書かれている。
 6  ニーチェ（Nietzsche, Friedrich Wilhelm 1844 – 1900）哲学者。古典文献学者。
 7  「より高い人間」は『ツァラトゥストラかく語りき』の第四部で集中的に語られる概念。「高次
の人間」「比較的高い人間」（吉澤傳三郎）、「高等な人間」（吉澤傳三郎）、「高人」（手塚富雄）
などと訳されてきた。超人への橋である、苦悩しながらなお創造的であろうとする者たち。



























































































































































































































11 シュトルム（Storm, Theodor 1817 – 88）ドイツの詩人、小説家。
12 ドイツ中世の宮廷風恋愛あるいは騎士道的恋愛。

